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知っておきたい最新の動き

先端技術キーワード解説

 
 

[CNT-リチウム-空気電池] 

 

今月（2017 年 4 月）、驚いたニュースがありました。物質・材料研究機構（NIMS）の研究チームが、

空気極材料にカーボン・ナノ・チューブ（CNT）を使ったリチウム-空気 2 次電池で、従来のリチウムイ

オン 2次電池の 15倍に相当する蓄電容量を実現したとのことです。 

 

 現在、主流はリチウムイオン 2次電池ですが、大容量が求められる電気自動車の用途ではエネルギー密

度が不足しているとされています。そこで、次世代大容量電池として注目されているのが、「リチウム-空

気電池」です。 

 

１．リチウム-空気電池 

始めに、「リチウム-空気電池」とは、どのようなものかを確認しましょう。 

 

（１）動作原理 

リチウム空気電池は、負極側に金属リチウム、正極側に空気極を用いる二次電池です。空気極には、酸

素を通しやすい軽量の炭素材料を用います。 

 

・放電時の動作：負極側のリチウム原子が電子を放出してリチウムイオンとなり、電解質を通って正極に

移動します。正極では、大気中の酸素と反応するため、反応生成物（Li2O2など）が正極に堆積します。 

・充電時の動作：正極側の反応生成物（Li2O2 など）が分解して酸素とリチウムに戻ります。そして、酸

素は大気に放出され、リチウムは放電時と逆方向に移動し、負極に蓄積されます。 

 

リチウム－空気電池は放電時に酸素を吸い込み、充電時にそれを吐き出すとも言えます。（別名、「呼吸

するバッテリー」とも言われています。）正極活物質としての酸素は電池セルに収める必要がなく、大気中

にあるものを利用できるため、リチウムイオン電池よりも大きな容量が期待できます。 

 

（２）これまでの課題と取組み 

これまでの課題は、放電時に正極（空気極）に堆積する反応生成物（Li2O2 など）が充電時に完全に分

解されず、充放電を繰り返すことで正極が目詰まりを起こすことです。このため、酸素を取り込めなくな

り電池として動作しなくなってしまうという問題があります。現状、電極材料、電解質などを工夫するこ

とで、繰り返し充放電しても動作が止まらないリチウム-空気電池の研究が進められています。 

 

２．CNT-リチウム-空気電池 

今回、報告のあった CNT-リチウム-空気電池では、空気極材料に不織布状の CNTシートを用いました。

その結果、反応生成物（Li2O2など）の析出は制限されるどころか、CNTシートを押し広げて大量に析出

し続けることがわかりました。 

一方、充電（Li2O2の分解）を行うと析出物が消えて、元の厚さに戻ることも確認しました。 

 

研究チームは、この現象を利用し、単位面積あたりの蓄電容量として 30mAh/cm2 と高い値を実現した

とのことです。これは、従来の Liイオン 2次電池に対して 15倍の容量に相当します。 
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今回の成果は、空気極材料に CNT を用いて、空気極の微細構造などを最適化することで得られたとし

ています。同チームは、巨大容量の実現は CNT の大きな比表面積と柔軟な構造が寄与していると考えて

おり、今回の成果が「リチウム-空気 2次電池の反応機構の議論に一石を投ずる可能性がある」としていま

す。 
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（注） 

 本解説は、執筆当時の状況に基づいて解説をしております。ご覧になる時には、状況が変わっている可

能性がありますので、ご注意をお願いします。 
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